
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
毎日厳しい暑さが続いておりますが，お元気でお過ごしでしょうか？ 
今月のテーマは，「平成19年4月より高額療養費の改正について」と「熱中症は怖い」の情報
をお届けさせていただきます。 
 

  
１，公的医療保険制度のしくみ 
◇国民皆保険 
健康保険（組合管掌健康保険 政府管掌健康保険） 
国民健康保険 
共済組合 
船員保険 
 

◇医療費が高額になったら… 
  医療費の自己負担額が高額になったとき，申請すれば限度額を超えた分が高額療養費とし
て後から支給されます。 

 
◇70 歳未満の人の場合 
同じ人が同じ月内に，同じ医療機関に支払った自己負担額が，下表の限度額を超えた場合
は，その超えた分が後から支給されます。 
 

自己負担限度額（月額） 
 3 回目まで 4 回目以降※２ 

一般 80,100 円＋（医療費－267,000 円）×1％ 44,400 円 

上位所得者※１ 150,000 円＋（医療費－500,000 円）×1％ 83,400 円 

住民税非課税世帯 35,400 円 24,600 円 
※１ 上位所得者：基礎控除後の総所得金額などが 600 万円を超える世帯。 
※２ 4 回目以降：過去 12 ヶ月間に，一つの世帯での支給が 4回以上あった場合の 4回目以降の限度額。 

平成１９年８月吉日 
オフィスＡＳＡＤＡ通信のご案内 

知って得する高額療養費 

平成 19年 4月 1日から，入院時の一医療機関での支払いは限度額までとなりました。限
度額は所得区分によって異なりますので，あらかじめ申請し，交付された限度額適用認定証
（住民税非課税世帯の人は「限度額適用・標準負担額減額認定証」）を入院する際に医療
機関に提示することにより，窓口での支払が限度額までとなります。 
交 付 ・ 申 請 場 所： 国民健康保険は市役所の国保の窓口に 
その他の健康保険の方 ： 会社から交付を受けて下さい。 
 
※今までは，病院からの請求額を一旦立替え，高額療養費の請求をしたあとで支給を受 
ていましたが，この手続きをすることにより自己負担だけでよくなりました。 
自己負担とは，１，上記自己負担限度額（月額）表を参照してください。 
２，差額ベット代 ３，食事代 1 日 780 円 ４，高度先進医療の技術料 ５，家族の交通
費・外食費・謝礼・その他を言います。 

平成 19 年 4 月から変わりました 
２， 

 
私たちは，この保険の 

いずれかに加入してい

ます。 

自己負担 



 

 

熱中症とは、一言で言えば体の中の水分と塩分が失われる事によって体の中の水分バランスが崩れ

て，いろいろな症状が現れ、最悪の場合には、死に至る病気です。 

 
●体温が上がらなくても，腹痛・手足が痛い・筋肉の痙攣・めまい・吐き気・頭痛・ 
●体温が上がっていて，いらいら・下痢・めまい・だるい・疲れ・立ち上がれない・ 
 
こんな症状が現れたら熱中症を疑いましょう。 
 
賢い水分の取り方，スポーツ飲料は少し塩分が多いので，水で半分に薄めるとか、水やお茶

などと交互にとるようにするのがよいでしょう。 熱中症の症状は上記のような，いろいろな症状が
出ます。基本的には脱水症ですが、初期には喉が渇いたり、ふらふらしたり、心臓が異常にどきど
きしたり、冷や汗が出たり、頭痛や吐き気が起こったりするのは熱中症の始まりと考えられます。そ
のような時には，早めに日陰や風通しのよい所で休み、スポーツ飲料等を取る事が大事です。ス
ポーツ飲料がない時には、冷たい水やお茶でも良いでしょう。できれば、同時に少量の塩とか梅
干しなどの塩分を含む食品を取る方が良いと思います。水分を充分に取ってトイレにはこまめに行く
と良いでしょう。体温を下げる働きがあります。 
 
 意識が朦朧としたり、全身に痙攣を起こしたりした時は重症ですから、直ちに全身を冷やして救
急車を呼ぶ方がいいでしょう。もし、そういう状態になりそうな時やなった時は首の両側や脇の下や
鼠頚部を水や氷で冷やして下さい。少しでも体温を下げる事ができます。 
 
 
熱中症の種類 

◇ 熱失神 
原因：直射日光の下での長時間行動や高温多湿の室内で起きる。発汗による脱水と末端血管

の拡張によって、体全体の血液の循環量が減少した時に発生する。 
症状：突然の意識の消失で発症する。体温は正常であることが多く、発汗が見られ、脈拍は徐

脈を呈する。 
治療：輸液と冷却療法を行う。 
 
◇ 熱疲労 
原因：多量の発汗に水分・塩分補給が追いつかず、脱水症状になったときに発生する。 
症状：症状は様々で、直腸温は 39℃程度まで上昇するが、皮膚は冷たく、発汗が見られる。 
治療：輸液と冷却療法を行う。 
 
◇ 熱痙攣 
原因：大量の発汗後に水分だけを補給して、塩分やミネラルが不足した場合に発生する。 
症状：突然の不随意性有痛性痙攣と硬直で生じる。体温は正常であることが多く、発汗が見ら 

れる。 
治療：食塩水の経口投与を行う。 
 

◇ 熱射病→日射病とも言う 
原因：視床下部の温熱中枢まで障害されたときに、体温調節機能が失われることにより生じる。 
症状：高度の意識障害が生じ、体温が 40℃以上まで上昇し、発汗は見られず、皮膚は乾燥して 

いる。 
治療：緊急入院で速やかに冷却療法を行う。 

 
これらの事を参考にして頂ければ幸いに存じます。 

 
この暑い夏を，元気に乗り切って参りましょう。 

熱中症は怖い 

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%B0%B4%E5%88%86

